


















　東北地方の古墳で、棺外

まで遺物の配置がなされて

いる埋葬施設が見つかるの

は珍しいことです。しかも、5世

紀代の古墳で埋葬儀礼の様

子を上記のように再現できる

古墳となると全国的にも数は

限られます。中期古墳の埋葬

儀礼を考えるうえで第2主体

部の調査は非常に重要な成

果といえるでしょう。
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石棺と埋葬儀礼
◆埋葬儀礼の復元◆第2主体部の石棺はどうつくられたか

　石棺のつくり方を知ることが、なぜ大事なのでしょうか？

　それは、当時の人々がたどった埋葬までのプロセスを復元する大きな手がかりが得られ

るからです。

　未盗掘であった第2主体部では、棺内・棺外合わせて豊富な遺物が見つかりました。

この遺物の配置状況と埋葬施設の構造から、当時の埋葬行為を復元してみましょう。

①棺内に死者を安置します。死者の右側に1点、頭左上に1点、それぞれ剣を配置し、
蓋石をかぶせます。
②蓋石は、南北両端の石から順に中央に向かって積んでいきます。最南の蓋石上に
は竪櫛を置きます。
③最後に中央の1枚を積むことで、石棺内部の死者の姿は見えなくなります。この段
階を経て、蓋石の上面・脇に大刀や矢の束などの鉄製武器を規則的に置きます。
④蓋石上面には石を亀の甲羅状に組み、その上を粘土で覆います。

後円部の墳頂に長方形の皿状の墓穴を掘
り、中央部分に3枚の底石を敷きます。この
時、棺内になる面が平らになるように底石
の下には必要に応じて粘土を入れて調整
します。

石棺の底面をつくる1.

側壁をつくるための溝を掘ります。その溝
に短辺の石を立て、次に長辺の石を立て
並べて側壁をつくります。石棺を支えるた
めに墓穴に石や粘土を詰め込みます。

石棺の側壁をつくる2.

石棺内と蓋石5枚の内面にベンガラを塗布
し、死者を埋葬して、副葬品をおさめます。

赤い空間に死者を葬る3.

蓋石を石棺にかぶせ、その上に大量の鉄
製武器や竪櫛を置きます。

蓋石をかぶせる4.

蓋石と鉄製武器などをすべて覆うように、
亀の甲羅状に石を組みます。そして、粘土
を約30cm盛り、石組をすべて覆って密封し
ます。

石組と粘土で密封する5.

発掘調査で、ここまで復元できるんだ！
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